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昭
和
七
年
十
一
月
二
十
日
（
日
曜
日
）
第
二
畢
生
集
會
所
機
上
に

終
て
開
催

一
、
講
演
含
午
后
一
時
半
よ
り
開
く
、
梗
概
左
の
通
り
。

臥
亜
さ
澳
門
さ
に
就
て
教
授
長
壽
吉
氏

臥
亜
さ
澳
門
の
名
は
和
蘭
の
亜
細
亜
通
交
の
先
雌
さ
し
て
の
、

叉
切
士
丹
傳
導
の
背
景
さ
し
て
の
意
味
に
於
て
吾
等
に
親
く
、
而

し
て
和
闘
の
通
交
に
淵
し
て
、
〈
ア
グ
の
文
書
が
吾
國
人
に
由
て

種
々
研
究
さ
れ
た
の
に
比
較
し
て
葡
萄
牙
通
交
の
研
究
は
誠
に
少

い
ざ
前
提
さ
れ
大
略
次
の
如
く
述
べ
ら
れ
た
。

和
蘭
ハ
ァ
グ
の
文
書
は
篇
し
が
可
成
多
く
吾
國
に
來
て
居
り
叉

参
照
す
べ
き
諸
著
述
も
注
意
さ
れ
て
居
る
が
、
葡
萄
牙
の
も
の
は

餘
り
世
に
唱
へ
ら
れ
な
い
。
然
し
こ
の
方
も
随
分
多
く
あ
る
。
葡

萄
牙
通
交
關
係
の
文
書
記
録
著
書
を
見
る
に
リ
サ
ポ
ン
市
國
立
岡

書
館
の
「
ト
ン
ボ
塔
の
文
書
」
を
始
め
地
誌
、
旅
行
記
、
交
通
費

料
蒐
集
書
、
Ⅱ
件
録
等
數
多
く
蛍
重
の
も
の
が
あ
る
。

九
大
史
學
會
秋
季
例
會

業
報

彙
報

葡
人
の
海
外
發
展
は
後
世
の
俄
界
開
拓
者
た
る
國
々
の
人
の
や

う
に
民
族
的
差
別
観
は
多
く
左
く
例
へ
は
帝
幽
主
義
の
荻
展
な
ざ

の
見
解
を
以
て
之
を
見
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
こ
の
こ
さ
は
吾
國

さ
の
通
交
關
係
上
に
参
照
す
べ
き
所
か
さ
思
は
れ
る
。

ゴ
ア
方
中
心
さ
し
て
葡
人
の
東
洋
縄
管
は
商
業
的
の
も
の
ざ
云

へ
る
が
マ
カ
オ
を
中
心
さ
し
た
る
葡
人
の
東
洋
撫
管
は
商
業
ざ
傳

導
さ
が
明
か
に
別
々
に
な
っ
て
℃
之
が
政
治
的
に
統
制
さ
れ
た
Ｏ

と
の
状
態
が
直
接
吾
國
に
關
係
し
た
の
で
あ
る
。
プ
ュ
カ
ナ
〉
》
の

旅
行
記
に
ゴ
ア
は
宏
壯
な
イ
エ
ズ
イ
タ
式
建
築
の
寺
院
の
都
で
あ

っ
た
こ
さ
が
見
ら
れ
る
。

マ
カ
オ
は
一
五
五
七
年
支
那
皇
帝
か
ら
金
印
敏
書
ｇ
こ
い
○
貝
○

に
由
て
許
さ
れ
て
葡
人
が
占
援
し
た
さ
な
っ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
語

は
然
し
元
來
の
葡
語
で
な
く
マ
カ
オ
説
（
パ
ト
ア
）
で
あ
ら
う
。

概
し
て
吾
國
語
に
入
っ
た
葡
語
は
↓
、
カ
オ
を
經
た
マ
カ
オ
・
〈
ト
ア

が
多
い
。
コ
ン
フ
エ
ト
、
カ
ス
テ
ラ
の
如
き
ｏ

最
後
に
マ
カ
オ
の
サ
ン
ポ
ウ
ル
寺
院
は
東
洋
傳
導
の
本
山
で
今

腱
吐
の
残
れ
る
も
の
は
そ
の
後
一
六
○
二
年
の
建
築
。
ジ
エ
ス
イ

Q

一
五
四



ト
式
後
期
ル
ネ
サ
ン
ス
建
築
で
宏
壯
美
麗
東
洋
唯
一
の
ル
ネ
サ
ン

ス
建
築
で
あ
ら
う
。
髪
で
一
五
九
○
年
に
天
正
羅
馬
使
節
紀
行
の

羅
典
文
本
が
印
刷
さ
れ
た
。
ス
ウ
サ
に
よ
れ
は
こ
の
建
築
に
噛
っ

て
多
く
の
日
本
人
信
徒
が
優
秀
な
技
能
を
發
揮
し
た
こ
さ
が
見
ら

れ
る
。
葡
人
叉
マ
カ
オ
を
通
じ
て
ル
ネ
サ
ン
ス
藝
術
は
何
等
か
の

影
響
を
吾
國
の
諸
建
築
の
上
に
與
へ
た
で
あ
ら
う
か
さ
云
ふ
こ
さ

が
考
へ
ら
れ
る
。
（
溢
出
）

・
支
那
南
北
朝
末
期
の
佛
像
に
關
す
る
知
見
の
補
遺

名
審
教
授
中
川
森
彦
氏

常
Ｈ
講
演
騨
場
に
は
十
數
躯
の
南
北
朝
時
代
の
支
那
の
金
石
像

が
陳
列
せ
ら
れ
博
士
は
初
づ
こ
れ
等
呑
々
に
就
い
て
如
何
に
優
秀

な
鳥
逸
品
傑
作
で
あ
る
か
を
一
々
説
明
さ
れ
た
。
數
多
い
箪
像
の

中
に
も
特
に
次
の
二
躯
は
目
立
っ
て
立
派
な
も
の
で
あ
っ
た
。

丸
彫
菩
薩
立
像
（
黒
石
灰
石
像
總
高
三
尺
川
寸
、
門
司
市
加
藤

守
夫
氏
蕨
）
臺
座
ノ
銘
「
大
齋
武
卒
五
年
甲
午
九
月
朔
Ⅱ
孟

津
邑
子
司
馬
桓
疾
其
父
禧
於
安
幽
寺
越
二
日
乃
疫
敬
造
石
像

一
厩
同
心
供
養
所
求
如
意
」

鋳
金
菩
薩
立
像
（
金
銅
像
總
高
五
尺
一
寸
三
分
、
禰
岡
市
三
苫

寛
一
郎
氏
駈
唾
臺
座
ノ
銘
「
大
魏
孝
昌
元
奉
歳
次
乙
己
秋

八
月
中
書
舍
人
徐
柁
奉
皇
太
后
詔
敬
造
金
石
像
六
辰
建
立
永

寧
寺
願
四
方
又
安
閥
詐
永
隆
」

こ
れ
等
の
諸
像
は
何
れ
も
充
分
支
那
化
さ
れ
潭
成
圓
融
の
美
的

創
造
で
あ
り
西
方
異
剛
の
模
倣
に
甘
ぜ
ず
先
進
固
有
の
長
所
券
啓

溌
し
潤
特
の
氣
分
を
振
溢
せ
る
美
的
精
華
を
磯
現
せ
る
代
表
的
秀

彙
報

二
、
晩
餐
會
午
后
五
時
半
よ
り
開
く
、
食
后
の
研
究
發
表
左
の

如
し
言
傳
習
館
の
聖
像
に
就
て
岡
茂
政
氏

一
、
「
仁
」
の
語
原
戸
上
駒
之
助
氏

青
木
義
憲
氏

一
、
慶
州
旅
行
談

鏡
山
猛
氏

令此
の
Ｈ
中
山
博
士
に
は
前
記
の
如
く
態
々
南
北
朝
末
期
の
佛
像

約
二
十
躯
を
將
來
さ
れ
、
約
二
時
間
に
亘
る
御
講
演
を
賜
っ
た
の

で
あ
る
が
、
間
ほ
翌
日
午
前
十
時
か
ら
午
后
三
時
迄
法
文
學
部
大

食
議
室
に
於
て
學
内
有
志
の
た
め
再
び
奪
像
淀
陳
列
ｂ
拝
観
の

一
五
五

作
で
あ
る
事
を
明
か
に
さ
れ
た
、
就
中
鱈
永
寧
寺
安
置
の
北
魏
銅

像
ざ
菖
安
國
寺
奉
安
の
北
蒲
石
像
ざ
は
現
存
せ
る
支
那
六
朝
に
於

け
る
佛
教
彫
刻
遺
品
の
墜
美
さ
云
ふ
く
く
超
越
せ
る
祁
逸
糒
妙
の

極
大
傑
作
ざ
賞
嘆
し
て
も
過
言
で
無
い
。
博
士
は
此
等
の
諸
像
の

研
究
よ
り
し
て
支
那
南
北
朝
末
期
を
以
て
佛
教
彫
刻
の
哀
頽
期
な

り
ざ
す
る
從
來
の
感
説
を
以
て
無
稽
の
妄
説
謬
見
な
り
ご
断
じ
寧

ろ
當
代
は
創
意
深
長
漸
次
古
拙
の
風
貌
よ
り
脱
出
し
崇
高
さ
優
美

さ
を
綜
合
し
眞
意
さ
篤
雷
涯
融
合
せ
し
め
て
間
然
す
る
所
無
き
一

種
の
卓
繩
せ
る
美
的
彫
刻
を
創
造
す
る
域
に
逹
し
た
も
の
ざ
論

ぜ
ら
れ
た
陰

吾
々
は
居
な
が
ら
に
し
て
支
那
本
土
に
さ
へ
遺
品
稀
な
る
こ
の

比
類
な
き
天
下
の
珍
費
に
接
す
る
事
が
出
來
叉
熱
意
溢
る
し
博
士

の
御
説
明
を
聞
嵜
鵜
唯
敬
愛
歓
喜
の
念
に
絶
へ
な
か
っ
た
（
鏡
山
）



彙
報

機
會
左
與
へ
ら
れ
た
、
末
筆
な
が
ら
謹
で
感
謝
の
意
を
表
し
奉

る
。
（
山
本
）

受
贈
雑
誌
（
昭
和
七
年
土
一
月
以
降
）

皇
學
ｃ
、
二
）
祁
溝
皇
學
館
々
友
會

國
史
學
ｃ
三
、
一
四
）
國
學
院
大
學
國
史
學
會

史
潮
ハ
ニ
ノ
三
）
大
塚
史
學
會

國
立
北
李
圖
書
館
々
刊
（
六
ノ
四
〕
圃
立
北
卒
國
書
館

東
洋
文
化
二
○
二
ｂ
一
○
三
）
東
洋
文
化
學
會

史
學
研
究
（
四
ノ
ー
）
朧
島
史
學
會

龍
谷
史
壇
（
二
〕
龍
谷
大
學
史
學
曾

史
観
（
二
・
三
）
早
稻
田
大
學
文
學
部

史
林
二
八
ノ
ー
）
京
大
史
學
會

青
丘
學
叢
（
十
）
青
丘
學
會

龍
谷
學
報
龍
谷
學
會
・

昭
和
八
年
第
一
學
期
史
學
關
係

講
義
題
目
（
數
時
竺
週
時
間
數
）

國
史

侍
講
、
中
世
に
於
け
る
王
法
即
佛
法
思
想
（
二
）
長
沼
教
授

演
習
、
古
文
書
講
讃
（
●
二
）
全

全
江
戸
時
代
記
録
講
讃
（
二
）
全

演
習
も
古
代
（
四
）
竹
岡
教
授

東
洋
史

一
五
六

清
朝
史
（
四
）
井
上
講
師

唐
代
史
料
の
研
究
（
二
）
全

西
洋
史

両
洋
史
概
説
Ｑ
八
三
○
年
以
後
）
（
二
〕
長
教
授

号演
習
（
Ｂ
）
（
二
）
全

全
（
Ａ
）
（
四
）
全

其
の
他
の
諸
學
科

奈
良
朝
文
學
史
概
論
〔
二
）
春
Ｈ
教
授

中
祇
女
學
思
潮
（
鯛
文
學
）
Ｑ
つ
小
島
助
教
授

宋
學
史
二
ロ
楠
本
教
授

印
度
寓
話
文
學
の
思
想
に
典
へ
し
影
響
（
二
）
干
潟
教
授

基
督
教
さ
希
臘
思
想
ざ
の
調
和
（
二
）
佐
野
教
授

哲
學
概
論
（
精
紳
史
學
概
論
）
（
四
）
鹿
子
木
教
授

両
洋
古
代
及
中
世
毎
學
史
概
論
第
一
部
（
四
）
Ⅲ
嵩
教
授

西
洋
近
此
哲
畢
史
第
一
部
（
四
）
中
島
教
授

西
洋
倫
理
學
史
（
四
）
大
島
教
授

王
朝
末
期
に
於
け
る
文
藝
思
潮
（
佛
文
學
）
（
二
）
成
瀬
教
授

佛
丈
學
史
概
説
（
十
九
世
記
に
於
け
る
文
藝
思
潮
の

鍵
遷
）
（
二
）
須
川
助
教
授

柵
逸
文
學
史
（
ゲ
ー
テ
以
后
）
（
二
）
小
牧
教
授

濁
女
學
史
概
説
（
二
）
佐
藤
助
教
授

Ｈ
木
法
制
史
（
四
）
金
田
助
教
授

昭
和
八
年
史
學
科
卒
業
論
文
題
目



、

國
史
專
攻
一
、
南
朝
皇
胤
の
研
究
足
立
浩

一
、
元
亭
稗
書
の
研
究
伊
滕
弘

一
、
佐
縢
信
淵
の
献
會
政
篭
理
論
加
宅
田
電
載

一
、
近
仙
に
於
け
る
武
士
道
論
の
發
生
下
川
士
道

一
、
東
大
寺
の
歴
史
的
則
草
さ
教
理
的
創
草
西
島
寛

一
、
諸
祁
本
懐
集
に
於
け
る
紳
這
槻
波
多
信
道

一
、
上
代
に
於
け
る
刺
代
観
念
の
發
逹
（
浬
科
）
榊
原
末
一

國
史
例
會

第
十
八
回
例
含
（
昭
和
七
年
十
一
月
廿
六
Ⅱ
）

午
后
三
時
半
よ
り
第
二
學
喉
集
會
所
五
號
室
に
於
て
開
蒋
、

竹
岡
教
授
御
出
席
（
長
沼
教
授
所
用
の
爲
鋏
席
）
山
本
、
鏡
山
、

青
木
容
副
手
學
娠
十
七
名
、
相
會
し
て
左
の
報
皆
あ
り
教
授
の
講

評
後
散
稗
六
時
半
、

一
、
駿
臺
雑
話
の
一
考
察
武
藤
正
行
君

一
、
平
賀
源
内
考
金
倉
堅
城
譜

第
十
九
回
例
會
（
昭
和
七
年
十
二
月
十
日
）

午
后
三
時
竿
よ
り
開
會
、
長
沼
教
授
、
（
竹
岡
教
授
は
所
用
の

爲
縦
席
）
三
副
手
ｂ
學
生
十
八
名
出
席
左
記
報
告
後
講
評
あ
り
て

散
會
、一
、
宗
氏
さ
外
交
中
川
勇
君

一
、
蓮
如
さ
三
河
の
眞
宗
寺
院
青
木
訓
手

第
二
十
回
例
會
〈
昭
刷
八
年
一
月
二
十
一
Ｈ
）

彙
報

午
后
三
時
よ
り
、
長
沼
、
竹
岡
雨
教
授
の
御
出
席
、
三
副
手
。

學
生
二
十
名
の
出
席
を
得
て
開
會
も
講
評
終
了
後
ｂ
直
ち
に
新
三

浦
に
於
け
る
遥
別
稗
場
に
向
ふ

一
、
近
世
の
高
利
貸
に
つ
い
て
田
中
満
君

次
い
で
足
立
、
西
島
雨
識
の
卒
業
論
文
發
表
あ
り
、
題
目
は
別
曝

参
照
、
第
二
十
一
回
例
會
（
令
年
．
二
月
八
日
〕

午
后
三
時
牛
よ
り
長
沼
、
竹
岡
雨
教
授
、
山
本
や
青
木
雨
副
手

學
龍
十
五
名
出
席
、
今
回
は
下
川
、
波
多
雨
沿
の
卒
業
論
文
發
表

あ
り
、
そ
の
後
嗣
教
授
の
懇
篤
な
る
講
評
あ
り
て
散
會
、
右
題
目

は
別
掲
参
照
．

第
二
十
二
回
例
會
（
余
年
二
月
二
十
五
Ｈ
）

今
年
度
に
於
い
る
第
八
回
の
例
會
を
三
時
半
よ
り
開
く
、
長
沼

竹
岡
雨
教
授
御
出
雁
、
三
副
手
、
學
生
二
十
名
相
會
す
、
今
回
は

伊
藤
君
の
卒
業
論
文
發
表
あ
り
（
題
目
は
別
掲
参
照
）
懇
切
な
る

講
評
あ
り
て
本
年
度
最
終
の
會
港
閉
ぢ
た
（
安
河
内
）

第
四
十
四
回
例
會
（
昭
和
七
年
十
月
十
日
・
）

ご
霊
屋
弾
日
切
四
国
〕
岬
自
彦
の
己
鼬
ロ
回
。
】
勉
己
Ｑ
日
Ｃ
Ｑ
自
国
匡
日
朋

今

（
馬
罵
ｌ
易
き
〕
》
国
月
頃
５
寓
悶
の
紹
介徳
永
麟
之
助

国
⑦
旨
風
呂
ぐ
．
の
吾
里
巨
．
号
Ｈ
陣
麗
厨
鴨
３
昌
戸
の
紹
介

和
田
光
子

一
五
七

西
洋
史
研
究
會



彙
報

国
①
旨
風
呂
○
詳
○
旨
①
耐
口
角
”
の
の
ｇ
星
島
①
ロ
．
国
風
①
吋

国
○
陣
①
言
加
．
（
津
①
巨
幽
叩
呂
①
房
胃
言
呂
閏
》
Ｐ
己
昌
ｌ

冒
禺
岳
路
．
）
の
紹
介
小
林
榮
三
郎

第
四
十
五
回
例
會
〈
昭
和
七
年
十
一
月
二
十
二
日
）

Ｆ
①
○
国
四
匡
呈
ご
・
○
○
席
”
門
口
】
も
の
凰
巴
豚
目
到
ｐ
Ｑ
ｇ
ぐ
薑
雨
具
ざ
ロ
》

邑
罵
．
の
紹
介
金
成
植

餌
①
己
昌
幣
①
恥
Ｆ
図
の
口
①
ロ
３
２
旨
己
三
さ
８
℃
嵐
①
》
号

』
・
亘
の
８
吋
⑦
〕
○
戸
ｍ
Ｐ
く
冒
篇
勺
①
具
‐
Ｏ
ｐ
ｎ
ｏ
ｐ
ｏ
の
ぐ
○
胃

巨
口
①
ロ
ゴ
建
○
の
○
℃
彦
尉
Ｑ
①
一
重
ロ
ー
胄
昌
］
．
①
、
ｇ
①
ロ
武
威
ロ
ロ
の
勺

上

の
紹
介
伊
岐
須
清

第
四
十
六
回
例
會
（
昭
和
七
年
十
二
月
十
六
日
）

国
閏
○
ご
◆
］
．
Ｆ
朋
弄
時
目
胃
の
○
ｇ
農
異
口
己
登
○
口
冒

副
の
ロ
呂
詞
①
ぐ
巳
昌
○
口
．
の
紹
介
前
崎
吉
男

第
四
十
七
回
例
會
（
昭
和
八
年
一
月
二
十
四
Ⅱ
）

畠
①
ロ
ゴ
四
口
目
○
○
画
①
ご
叩
ロ
①
目
⑩
Ｏ
冨
昌
昌
匡
画
旦
当
口
８
口
目
日
営

団
角
冒
思
侭
の
細
介
鄭
賢
奎

国
幽
望
里
叩
弓
ゴ
①
三
牌
○
風
。
巴
ゆ
く
旦
昌
さ
ロ
旦
曽
○
号
門
口

己
昌
。
ロ
島
⑳
日
の
紹
介
盆
田
健
次

第
四
十
八
回
例
會
（
昭
和
八
年
二
月
十
口
Ｕ

己
①
両
国
国
凰
腎
①
堅
府
風
Ｒ
の
胃
毒
厨
日
時
①
の
昌
司
境
四
国
。
①

鼻
の
国
鈩
一
行
目
撹
巨
の
号
己
昌
い
の
冒
口
巨
蝕
具
①
回
国
印
．

（
同
ロ
①
○
○
口
盲
口
的
①
唖
叩
Ｃ
ｐ
の
駕
さ
口
の
ｎ
ｏ
ロ
厭
日
己
○
門

ｐ
旨
の
の
層
．
樫
ｌ
甥
）
の
細
介
金
成
植

昭
和
七
年
九
月
八
日
例
會

午
後
五
時
よ
り
第
二
畢
生
集
會
所
に
於
て
例
會
を
催
す
。
研
究

題
目
及
發
表
者
左
の
如
し
。

李
氏
焚
書
重
松
教
授

太
極
圏
説
考
岡
田
武
彦

常
日
の
出
席
者

重
松
教
授
‐
楠
木
教
授
、
山
内
講
師
ｂ
専
攻
の
學
士
畢
生
十
二

名
。

重
松
教
授
塞
別
含

諏
松
敦
授
佛
剛
西
御
留
學
に
際
し
昭
和
七
年
十
月
六
Ⅱ
、
午
後

六
時
よ
り
窪
別
會
を
新
三
浦
に
開
催
す
。
出
席
者
重
松
教
授
以

下
東
洋
史
専
攻
の
學
士
學
生
等
六
名
。
終
っ
て
第
二
次
會
に
移

り
、
十
一
時
過
ぎ
盛
大
裡
に
散
會
せ
り
。

昭
和
七
年
十
一
月
十
七
日
例
會

岡
井
も
井
上
雨
講
師
の
御
來
講
を
期
し
、
雨
講
師
の
歓
迎
會
を

兼
ね
例
會
か
第
二
畢
生
集
會
所
に
開
催
。
雨
講
師
の
支
那
學
研

究
の
態
度
に
付
き
有
往
な
る
御
話
あ
り
た
り
。
散
會
午
後
九
時

感
大
を
極
む
。

漁
Ⅱ
の
川
臓
者
、
楠
本
敷
授
、
山
内
、
岡
井
、
井
上
の
三
講
師

一
五
八

Ｐ
犀
，
①
旦
蜀
時
印
ロ
ｇ
⑩
勺
風
宮
画
日
や
同
国
哩
四
昌
旦
四
口
・
岳
⑦

閂
口
訂
胃
〉
呉
さ
ご
巴
勺
巳
旨
胃
○
冷
津
５
国
巨
民
○
壱
の
卸
．

⑦
馬
①
呉
呼
弓
角
の
紹
介
手
塚
一
夫

支
那
學
研
究
會



0』

0

專
攻
の
學
士
畢
生
十
二
絹
。

昭
和
八
年
一
月
二
十
八
日
例
會

午
後
六
時
よ
り
海
第
二
斑
生
集
禽
所
に
開
催
す
Ｕ

研
究
題
目
及
溌
表
者
左
の
如
し
。

最
近
支
那
文
臨
の
展
望
城
大
助
教
授
辛
烏
曉
氏

常
Ｈ
辛
島
城
大
助
教
授
は
上
沸
よ
り
の
御
歸
途
、
博
多
騨
よ
り

直
ち
に
御
來
學
、
最
近
支
那
文
學
の
新
傾
向
に
付
き
時
除
に
亘

り
其
の
一
端
を
透
表
さ
る
。
當
日
御
多
忙
中
に
も
拘
ら
ず
、
木

會
の
た
め
特
に
貴
軍
な
る
時
間
を
割
か
れ
し
こ
さ
を
感
謝
し
て

や
ま
ぬ
。
磯
Ｈ
の
出
席
者
左
の
如
し
・

楠
本
教
授
、
辛
烏
城
大
助
教
授
、
專
攻
の
學
士
畢
生
十
一
名
。

昭
和
八
年
二
月
九
日
例
會

午
後
五
時
よ
り
例
會
を
第
二
學
臨
集
會
所
に
開
催
す
。
研
究
題

目
及
發
表
者
左
の
如
し
。

老
子
宇
宙
論
の
一
考
察
大
濱
略

古
代
刑
罰
の
、
的
國
行
一
男

営
日
の
川
席
者
左
の
如
し
。

楠
本
教
授
、
井
上
教
授
、
專
攻
の
學
士
學
生
十
一
名

昭
和
八
年
二
月
二
十
四
日
例
含

午
後
十
二
時
三
十
分
よ
り
岡
井
講
師
の
逢
別
會
を
兼
ね
例
會
を

開
催
す
。
竿
年
に
亘
り
深
遠
な
る
御
講
義
を
拝
驍
す
る
な
得
し

は
吾
々
に
感
銘
す
る
所
あ
り
。
先
生
の
御
努
力
を
謝
す
。

営
日
の
出
席
者
左
の
如
し
。
楠
本
教
授
、
岡
井
講
師
、
專
攻
の

學
士
畢
生
八
塩
、
及
專
攻
外
の
學
箙
十
歎
名
。
（
國
行
）

乗
報

Ｉ

一

五
九



｡

莱
報

九
大
史
學
會
規
則

第
一
條
木
曾
〈
九
大
史
學
衡
卜
禰
ス

第
二
條
木
會
〈
史
學
ヲ
研
究
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

第
三
條
木
曾
〈
史
學
二
篤
志
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
以
テ
會
員
ト
ス

會
員
ハ
賛
助
會
員
及
上
迦
常
會
負
ト
ス

第
川
條
木
曾
ノ
事
業
方
ノ
如
シ

一
、
例
會
、
大
倉
二
、
會
報
ノ
發
行

三
、
史
學
研
究
｜
一
必
要
ナ
ル
事
業

第
五
條
木
曾
一
一
委
員
若
干
名
ヲ
置
キ
委
員
會
ヲ
組
織
ス

委
員
ノ
任
期
ハ
ー
ケ
年
ト
ス

第
六
條
次
期
委
員
〈
毎
年
改
選
期
一
一
現
在
委
員
ノ
投
票
一
一
依
り

テ
之
ヲ
決
ス

第
七
條
毒
員
蒋
〈
木
會
ノ
事
務
ヲ
議
決
ス

第
八
條
本
御
一
一
庶
務
係
禽
計
係
若
干
済
ヲ
置
キ
委
員
會
ノ
決
議

｝
一
ヨ
リ
本
會
ノ
事
務
ヲ
分
掌
ス
庶
務
係
及
會
計
係
〈
委

員
中
ヨ
リ
之
ヲ
互
選
ス

第
九
條
賛
助
愈
負
ハ
特
一
一
木
曾
ノ
事
業
ヲ
助
ク
ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
條
本
會
一
一
入
蒋
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
本
會
々
員
ノ
紹
介
ヲ

要
ス
賛
助
會
員
ハ
委
員
會
之
ヲ
推
薦
ス

第
十
一
條
會
員
ハ
作
所
塗
吏
ノ
都
度
之
ヲ
木
曾
事
務
所
一
一
通
知

ス
可
シ
退
會
セ
ン
ト
ス
ル
昔
亦
同
シ

第
十
二
條
會
員
〈
衡
徴
ト
シ
テ
年
額
金
一
側
ヲ
鱸
出
ス
ル
モ
ノ

ド
０
ス

一
六
○
・

第
十
三
條
禽
徴
滞
納
ノ
モ
ノ
又
〈
本
蒋
委
員
蒋
二
於
テ
不
都
合

卜
認
メ
タ
ル
者
〈
除
名
ス
ル
事
ア
ル
ヘ
シ

第
十
四
條
木
曾
峨
務
所
ヲ
九
州
帝
幽
大
皐
法
文
學
部
史
學
研
究

室
内
二
置
ク

第
十
五
條
本
規
則
ノ
鍾
更
〈
委
員
雷
ノ
決
議
二
由
ル

書
記 本

年
度
委
員

白檜中手金川山森盆國鏡青 大竹長重長

壽
吉

松
俊
章
（
在
外
研
究
中
）

沼
礎
海

岡
勝
也

村
作
次
郎

（
以
下
五
十
音
順
）

木
義
憲

山
猛

行
一
男

田
健
次

住
利
直

本
健
二

崎
正
男

・
成
植

塚
一
夫

川
勇

垣
元
吉

水
雪
（
庶
務
會
計
）




